
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被打撃面を有するシート状の部材であって、複数の開口部が設けられたヘッド部材と、
前記ヘッド部材を張設する筒状の胴部と
を具備することを特徴とするドラム。
【請求項２】
前記ヘッド部材の振動を吸収する振動吸収部材と、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材における前記被打撃面と反対側の面に接するように前
記振動吸収部材を前記胴部に支持する支持機構とをさらに備え、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振動を吸収するようにした
ことを特徴とする請求項１に記載のドラム。
【請求項３】
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴とする請求項２に記載のドラム。
【請求項４】
前記支持機構、およびこれに支持される前記振動吸収部材は、前記胴部に対して着脱自在
に設けられていることを特徴とする請求項２または３に記載のドラム。
【請求項５】
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前記支持機構は、前記胴部に対して移動可能に設けられており、
前記支持機構を移動させることにより、前記振動吸収部材を前記ヘッド部材と接触する位
置と、非接触となる位置との間で移動できるようにした
ことを特徴とする請求項２ないし４のいずれかに記載のドラム。
【請求項６】
前記シート部材は、前記被打撃面と反対側の面に接着されるシート状の補強部材を有する
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載のドラム。
【請求項７】
シート状のヘッド部材と、前記ヘッド部材を張設する筒状の胴部とを備えたドラムヘッド
に取り付け可能な減音装置であって、
振動を吸収する振動吸収部材と、
前記胴部に対して取り付けられた場合に、前記ヘッド部材における被打撃面と反対側の面
に接するように前記振動吸収部材を支持する支持機構とを備え、
前記支持機構が前記胴部に取り付けられた場合、前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振
動を吸収するようにした
ことを特徴とする減音装置。
【請求項８】
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴とする請求項７に記載の減音装置。
【請求項９】
被打撃面を有するシート状の部材であって、複数の開口部が設けられたヘッド部材と、
前記ヘッド部材を調節する筒状の胴部とを備えた電子打楽器用ヘッドであって、
前記ヘッド部材の振動を検出するセンサと、
前記ヘッド部材の振動を吸収する振動吸収部材と、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材における前記被打撃面と反対側の面に接するように前
記振動吸収部材を前記胴部に支持する支持機構とを備え、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振動を吸収するようにした
ことを特徴とする電子打楽器用ヘッド。
【請求項１０】
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴とする請求項９に記載の電子打楽器用ヘッド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ドラム、ドラムに取り付け可能な減音装置、および電子打楽器用ヘッドに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、練習用のドラムなどとして、消音機能を備えたドラムヘッドが用いられている
。このような消音機能を備えたドラムヘッドとしては、被打撃面を有するシート状のヘッ
ド部材の裏面に振動吸収部材を貼着したものがある。このドラムヘッドでは、打撃された
ときのヘッド部材の振動を振動吸収部材が吸収することにより、発音量を減少させている
。
【０００３】
また、消音を実現する別の方法として、ヘッド部材の被打撃面を覆うミュートカバーなど
を用いる方法もある。
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さらに、ヘッド部材としてメッシュ状のものを用い、ヘッド部材から空気に対する振動の
伝搬を減少させることにより、発音量を減少させるものも開発されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述した振動吸収部材を貼着したドラムヘッドでは、ドラムヘッドと振動吸収部
材が一体となって振動し、打撃時のヘッド部材の振動特性が振動吸収部材を持たないアコ
ースティックドラムと大きく異なってしまう。消音効果のみを期待して使用する場合には
問題はないが、打感がアコースティックドラムと大きく異なるので、練習用として好適で
あるとはいえない。
【０００５】
また、上述したミュートカバーを用いた場合、打撃する部材自体が異なるため、アコース
ティックドラムとの打感の違いが大きく、練習用として好適であるとはいえない。
さらに、メッシュ状のヘッド部材を用いたドラムヘッドでも、消音効果は得られるものの
、打撃時には弾むような打感が得られ、通常のヘッド部材とは打感が異なる。
【０００６】
そこで、シート状のヘッド部材における被打撃面と反対側の面にスポンジ等の振動吸収部
材を接触するように配置したものが考えられている。この構成によれば、振動吸収部材が
ヘッド部材の振動を吸収することにより減音を可能とする。さらに、振動吸収部材とヘッ
ド部材とを固着せずに接触するように配置することにより、両者が一体となって振動する
ことを防止し、これによりアコースティックドラムとの打感の変化を抑制している。
【０００７】
しかしながら、このように振動吸収部材を設ける構成では、良好な打感が得られるものの
、十分な減音効果を得ることができない。
【０００８】
本発明は、上記の事情を考慮してなされたものであり、打撃時の発音量を減少させるとと
もに、アコースティックドラムにより近い打感を付与することが可能なドラム、電子打楽
器用ヘッド、および減音装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明の請求項１に記載のドラムは、被打撃面を有するシート
状の部材であって、複数の開口部が設けられたヘッド部材と、
前記ヘッド部材を張設する筒状の胴部とを具備することを特徴としている。
【００１０】
また、請求項２に記載のドラムは、請求項１に記載のドラムにおいて、
前記ヘッド部材の振動を吸収する振動吸収部材と、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材における前記被打撃面と反対側の面に接するように前
記振動吸収部材を前記胴部に支持する支持機構とをさらに備え、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振動を吸収するようにしたことを特徴としている。
【００１１】
また、請求項３に記載のドラムは、請求項２に記載のドラムにおいて、
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴としている。
【００１２】
また、請求項４に記載のドラムは、請求項２または３に記載のドラムにおいて、
前記支持機構、およびこれに支持される前記振動吸収部材は、前記胴部に対して着脱自在
に設けられていることを特徴としている。
【００１３】
また、請求項５に記載のドラムは、請求項２ないし４のいずれかに記載のドラムにおいて
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、
前記支持機構は、前記胴部に対して移動可能に設けられており、
前記支持機構を移動させることにより、前記振動吸収部材を前記ヘッド部材と接触する位
置と、非接触となる位置との間で移動できるようにしたことを特徴としている。
【００１４】
また、請求項６に記載のドラムは、請求項１ないし５のいずれかに記載のドラムにおいて
、
前記シート部材は、前記被打撃面と反対側の面に接着されるシート状の補強部材を有する
ことを特徴としている。
【００１５】
また、請求項７に記載の減音装置は、シート状のヘッド部材と、前記ヘッド部材を張設す
る筒状の胴部とを備えたドラムヘッドに取り付け可能な減音装置であって、
振動を吸収する振動吸収部材と、
前記胴部に対して取り付けられた場合に、前記ヘッド部材における被打撃面と反対側の面
に接するように前記振動吸収部材を支持する支持機構とを備え、
前記支持機構が前記胴部に取り付けられた場合、前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振
動を吸収するようにしたことを特徴としている。
【００１６】
また、請求項８に記載の減音装置は、請求項７に記載の減音装置において、
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴としている。
【００１７】
また、請求項９に記載の電子打楽器用ヘッドは、被打撃面を有するシート状の部材であっ
て、複数の開口部が設けられたヘッド部材と、
前記ヘッド部材を調節する筒状の胴部とを備えた電子打楽器用ヘッドであって、
前記ヘッド部材の振動を検出するセンサと、
前記ヘッド部材の振動を吸収する振動吸収部材と、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材における前記被打撃面と反対側の面に接するように前
記振動吸収部材を前記胴部に支持する支持機構とを備え、
前記振動吸収部材が前記ヘッド部材の振動を吸収するようにしたことを特徴としている。
【００１８】
また、請求項１０に記載の電子打楽器用ヘッドは、請求項９に記載の電子打楽器用ヘッド
において、
前記振動吸収部材における前記ヘッド部材の前記反対側の面と対向する部分には、前記ヘ
ッド部材側に突出する複数の凸部を有しており、
前記支持機構は、複数の前記凸部が前記ヘッド部材の前記反対側の面に接するように前記
振動吸収部材を支持することを特徴としている。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
Ａ．第１実施形態
まず、図１は本発明の第一実施形態に係るドラムを示す。同図に示すように、このドラム
は、円筒状の胴部１０と、胴部１０の上部に設けられるシート状のヘッド部材１１とを備
えている。ここで、ヘッド部材１１の外周部は、胴部１０の周縁部において胴部１０とリ
ム１２との間に張力を付与された挟持されており、これによりヘッド部材１１が胴部１０
上部に張設されている。そして、演奏者は張設されたヘッド部材１１の表面（被打撃面）
を打撃することにより演奏を行う。このようなヘッド部材１１としては、通常のドラムヘ
ッドに使用されるものと同じものであればよく、例えばＰＥＴ（ポリエチレンテレフタラ
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ート）などを用いることができる。また、リム１２を図示せぬ機構等により上下させるこ
とにより、ヘッド部材１１の張設状態を変化させて、打感や張りの強さ等を調整できる。
【００２０】
ここまでは、通常の一般的なドラムと同様の構成であるが、本実施形態に係るドラムは、
ヘッド部材１１に特徴を有しており、その詳細について図２を用いて説明する。同図に示
すように、本実施形態に係るドラムのヘッド部材１１としては、径がコンマ数ｍｍ～数ｍ
ｍ程度の開口孔３２が多数形成されたシート、いわゆるパンチングシートが用いられてい
る。ここで、開口率は、消音効果、打感、および強度等を考慮すると、２０％程度が好ま
しいが、これはヘッド部材１１の材質等などの条件に応じて適宜決定すればよい。なお、
開口率や開口孔３２の形状等は必要（要求する打感など）に応じて適宜決定するようにす
ればよい。例えば、通常のスティックを用いて打撃する場合には開口孔の径は数ｍｍ程度
であればよい。また、ブラシを用いるブラシ奏法を行う場合には０．３ｍｍ～０．５ｍｍ
以下であることが好ましい。
【００２１】
この構成の下、演奏者がヘッド部材１１の表面をスティック等で打撃すると、ヘッド部材
１１が振動を開始する。この際、ヘッド部材１１に多数形成された開口孔３２によって、
ヘッド部材１１の振動の空気への伝搬が減少し、発音量を減少させることができる。従来
にも、網目状のヘッド部材を採用して消音機能を実現するドラムヘッドが開発されていた
が、網目状のヘッド部材は、通常のヘッド部材よりも弾むように振動するので、アコース
ティックのドラムヘッドと比較して打感が大きく異なる。これに対し、パンチングシート
は上述した網目状のヘッド部材よりも跳ね返りが小さいため、打感を通常のアコースティ
ックドラムに近づけることができる。また、ヘッド部材１１を通常のシート部材に交換す
れば、通常のアコースティックドラムとして使用することができる。従って、容易な作業
で通常のドラム演奏と減音演奏とを切り換えることが可能である。
【００２２】
Ｂ．第２実施形態
次に、図３および図４に本発明の第２実施形態に係るドラムを示す。図３および図４に示
すように、上記第１実施形態の構成に加えて、打感をよりアコースティックドラムに近づ
けるための構成を備えており、以下、これについて説明する。
【００２３】
本実施形態に係るドラムは、胴部１０の内周部の複数箇所に取り付けられるＬ字状の支持
部材２０を有している。支持部材２０は、胴部１０の内周部に取り付けられる取付部２０
ａと、取付部２０ａの上方から内周側に屈曲する屈曲部２０ｂとから構成されており、こ
の屈曲部２０ｂ上に円盤状のアルミニウム等からなる支持プレート２１が載置されている
。支持部材２０としては、金属等の容易に弾性変形しないものを用いることができる。ま
た、支持プレート２１の上面にはスポンジ等からなる振動吸収部材２２が載置されており
、支持部材２０はこの振動吸収部材２２の上面とヘッド部材１１の裏面とが接するように
支持プレート２１を介して振動吸収部材２２を支持している。ここで、振動吸収部材２２
とヘッド部材１１とは接着等はされておらず、振動吸収部材２２はヘッド部材１１に支持
されることによりヘッド部材１１の裏面に接触させられているだけである。
リム１２の上部にはゴム等からなるリムクッション１３が設けられており、これによりリ
ムショットの音が減衰されるようになっている。
【００２４】
この構成の下、演奏者がヘッド部材１１の表面をスティック等で打撃すると、ヘッド部材
１１が振動を開始する。この際、上述した第１実施形態で説明したようにヘッド部材１１
に多数形成された開口孔３２によって、ヘッド部材１１の振動の空気への伝搬が減少し、
発音量を減少させることができる。上述したようにパンチングシートは網目状のヘッド部
材よりも跳ね返りが小さいため、打感を通常のアコースティックドラムに近づけることが
できる。しかしながら、通常のシート状のヘッド部材と比較すると、若干の跳ね返りがあ
る。

10

20

30

40

50

(5) JP 3835084 B2 2006.10.18



そこで、本実施形態では、ヘッド部材１１の裏面に振動吸収部材２２が接触するように配
置し、これによりヘッド部材１１の跳ね返りを吸収し、通常のヘッド部材により近い打感
を得ることを可能としている。また、打撃の際に、ヘッド部材１１と振動吸収部材２２と
固着等されている場合には、ヘッド部材１１と振動吸収部材２２が一体となって振動し、
振動吸収部材２２を設けない場合と比較してその振動特性が大きく変化してしまう。これ
に対し、本実施形態では、ヘッド部材１１と振動吸収部材２２とを固着せずに接するよう
にしているだけであるため、ヘッド部材１１の振動量を減少させることを可能とするとと
もに、その振動特性の大きな変化を抑制することができる。従って、演奏者はアコーステ
ィックドラムにより近い打感を得ることができる。また、ヘッド部材１１と振動吸収部材
２２とが固着されていない構造であるため、支持部材２０、支持プレート２１および振動
吸収部材２２を上記第１実施形態に記載したドラムに容易に後から取り付けることが可能
である。
【００２５】
Ｃ．第３実施形態
次に、本発明の第２実施形態に係るドラムについて説明する。第３実施形態に係るドラム
は、第２実施形態に係るドラムの振動吸収部材２２に代えて、上面に多数の凸部が形成さ
れた振動吸収部材を用いており、他の構成（図３および図４参照）については同様である
ため、その説明を省略する。
【００２６】
図５に示すように、第２実施形態に係るドラムにおける振動吸収部材４２は、上面である
ヘッド部材１１の裏面と対向する面上に多数の凸部４３が形成されている。そして、支持
部材２０および支持プレート２１により、これらの凸部４３がヘッド部材１１の裏面と接
触するように振動吸収部材４２が支持されている。すなわち、第２実施形態では、第２実
施形態よりも振動吸収部材とヘッド部材１１の接触面積を減少させている。
【００２７】
このような振動吸収部材４２を用いた場合、上述した第２実施形態で得られる作用効果に
加えて、次のような作用効果が得られる。本発明では、ヘッド部材１１と振動吸収部材と
を固着せずに接する状態に保持している。従って、ヘッド部材１１を強打した場合には、
ヘッド部材１１と振動吸収部材とが激突することによる音、いわゆる鞭打ち音が発生して
しまう。これに対し、本実施形態では、ヘッド部材１１との接触面に多数の凸部４３が形
成された振動吸収部材４２を用いることにより、上述した鞭打ち音を低減することができ
る。また、振動吸収部材４２の弾性力によるヘッド部材１１の跳ね返りも低減できる、つ
まり跳ね返りが大きくなりすぎることを抑制できるので、アコースティックドラムヘッド
により近い打感を得ることができる。
【００２８】
Ｄ．第４実施形態
次に、本発明の第４実施形態に係る電子打楽器用ヘッドを備える電子打楽器について図６
を参照しながら説明する。なお、第４実施形態において、第２実施形態と共通する構成要
素には、同一の符号を付けて、その説明を省略する。
【００２９】
図６に示すように、この電子打楽器は、大別するとドラムヘッド部５５と、電子楽音発生
部５６とから構成されている。ドラムヘッド部５５は、第２実施形態に係るドラムヘッド
とほぼ同様の構成であり、以下、相違点のみについて説明する。ドラムヘッド部５５はで
は、支持部材２０の屈曲部２０ｂ上にクッション材５０を介して支持プレート２１が載置
されている。これにより、第２実施形態のドラムヘッドと比較して支持プレート２１の振
動を許容するようになっている。なお、クッション材５０は、上述したように支持プレー
ト２１の振動を許容できる弾性材料であればよく、バネなどを用いるようにしてもよい。
【００３０】
支持プレート２１の下面には、圧電素子等から構成される振動検出センサ５１が設けられ
ており、支持プレート２１の振動を検出して電子楽音発生部５６に出力する。ここで、よ
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り正確にヘッド部材１１が打撃されることによる支持プレート２１の振動を検出するため
に、振動検出センサ５１は支持プレート２１の中央部に設けることが好ましい。また、胴
部１０の内周面にも、圧電素子等から構成される振動検出センサ５２が設けられており、
胴部１０の振動（リム１２への打撃）を検出して電子楽音発生部５６に出力している。な
お、上述したようにクッション材５０を設けることにより、振動検出センサ５１の検出対
象である支持プレート２１の振動をある程度許容するとともに、ヘッド部材１１の振動が
振動検出センサ５２へ伝播すること、およびリム１２の打撃による胴部１０の振動が振動
検出センサ５１へ伝播することを防止している。
【００３１】
電子楽音発生部５６は、上述した振動検出センサ５１および振動検出センサ５２の出力信
号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部５３と、音源装置５４と、サウンドシステム５７と、ス
ピーカ５８とを備えている。この構成の下、振動検出センサ５１および振動検出センサ５
２の検出したヘッド部材１１および胴部１０の振動に基づいて、音源装置５４が楽音信号
を生成する。この楽音信号がサウンドシステム５７に供給され、スピーカ５８により楽音
信号に対応した楽音が発せられる。このようにして、演奏者によるヘッド部材１１の打撃
に応じた楽音が電子的に発生させられる。
【００３２】
第４実施形態に係る電子打楽器用ヘッドを備えた電子打楽器では、上述したようにヘッド
部材１１の打撃に応じた楽音が電子的に発生させることができるとともに、上述した第２
実施形態と同様に楽音の発生量を減少させることができる。この際、上述したように打感
を大きく損なうこともない。また、支持部材２０上にクッション材５０を介して支持プレ
ート２１を載置することにより、ヘッド部材１１打撃時の支持プレート２１の振動をある
程度許容するようになっている。従って、ヘッド部材１１が打撃されたときには、振動検
出センサ５１は支持プレート２１を介してヘッド部材１１の振動をより正確に検出するこ
とができ、ヘッド部材１１の打撃に応じた電子的な楽音発生をより正確に行うことができ
る。なお、本実施形態では、胴部１０に振動検出センサ５２を設けることにより、リム打
撃を考慮した電子的楽音発生を行うようにしているが、振動検出センサ５２を設けずに構
成を簡略化してもよい。
【００３３】
また、ドラムヘッド部５５に、第３実施形態のように凸部４３を有する振動吸収部材４２
を採用するようにしてもよい。
【００３４】
Ｅ．変形例
なお、本発明は、上述した様々な実施形態に限定されるものではなく、以下のような種々
の変形が可能である。
【００３５】
（１）上述した実施形態では、円盤状の支持プレート２１を用いて振動吸収部材２２や振
動吸収部材４２の裏面全域を支持するようにしていたが、これに限らず、振動吸収部材２
２や振動吸収部材４２の下面を部分的に支持するような形状のもの、例えば十字型や星形
などにフレーム形状であってもよい。また、材質も上述したアルミニウムに限らず、合成
樹脂や木製のものであってもよい。さらに、支持プレート２１を介さずに支持部材２０上
に直接振動吸収部材２２を載置するようにしてもよい。
【００３６】
（２）また、上述した各実施形態における支持部材２０を胴部１０に対してねじ止めする
ようにし、必要に応じて支持部材２０およびこれに支持される支持プレート２１、振動吸
収部材２２を胴部１０から取り外せるようにしてもよい。
このように支持プレート２１や振動吸収部材２２を着脱可能とすることにより、上述した
実施形態の減音機構を通常の楽音を発生させるアコースティック楽器に後付けする減音装
置として使用することも可能である。
また、図７に示すような支持機構６０により支持プレート２１および振動吸収部材２２を
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支持するようにしてもよい。この支持機構６０は、胴部１０の内周側に配置されるＬ字状
の支持部６０ａと、胴部１０の外周側に配置される挟持部６０ｂとを有しており、支持部
６０ａと挟持部６０ｂの間に胴部１０を挟み込んだ状態でねじ６０ｃで止めることにより
、支持部６０ａ胴部１０にを固定している。このような支持機構６０で支持プレート２１
および振動吸収部材２２を支持した場合にも、胴部１０に対する支持機構６０等の着脱作
業が容易となる。
また、支持機構６０は、胴部１０に取り付けるために胴部１０にねじ穴等を設ける必要が
ない。また、本発明に係る減音機構では、振動吸収部材２２とヘッド部材１１は接してい
るだけであり、両者を接着等しているわけではない。従って、支持機構６０を用いれば、
一般的に流通しているドラムに本発明に係る減音機構を改造等することなく容易に取り付
ける（後付けする）ことができる。
なお、ねじ６０ｃを用いた支持機構６０以外にも、図８に示すように、下端側にＵ字状の
引っかけ部６６を有する支持部材６５を用い、引っかけ部６６の弾性力により胴部１０を
挟持してその位置を固定するものであってもよい。この場合、着脱作業がさらに容易とな
る。
【００３７】
（３）また、本発明に係る減音機構を通常のアコースティックドラムの減音装置として用
いる場合は、図９および図１０に示すように、支持部材２０を胴部１０に対して上下方向
に移動可能に設けるようにしてもよい。この場合、図示のように、胴部１０および支持部
材２０のそれぞれに上下方向に伸びる貫通穴７０，７１を設け、貫通穴７０，７１の範囲
内の任意の位置で支持部材２０をねじ７２で止めることにより、支持部材２０の上下方向
の位置を容易に調整することができる。
従って、振動吸収部材２２とヘッド部材１１の裏面が接触する位置に支持部材２０を配置
すれば、上述したように発音量を減少させた消音演奏が可能となる。一方、通常の楽音を
発生させる場合には、消音演奏時よりも支持部材２０を下方側に移動させる。これに伴い
、図１０に示すように、支持部材２０上に載置される支持プレート２１および振動吸収部
材２２が下方に移動し、振動吸収部材２２とヘッド部材１１とが接触しなくなる。この状
態でヘッド部材１１がスティック等により打撃されると、通常のアコースティックドラム
と同様にヘッド部材１１が振動して楽音が発生される。このように支持部材２０を上下方
向に移動可能に設ければ、上述した消音演奏と通常演奏とを容易に切り換えることができ
る。
なお、支持部材２０を上下方向に移動させる方法は、上記の方法に限らず、モータで駆動
するような構成であってもよいし、使用者がハンドルやレバー等を回動操作することによ
り、機械的な動力伝達機構を介して支持部材２０を上下方向に移動させるものであっても
よい。
【００３８】
（４）また、上述した振動吸収部材を、複数の弾性率の異なる材料を積層して構成するよ
うにしてもよい。
【００３９】
（５）また、上述した実施形態では、ヘッド部材１１と同じ大きさの振動吸収部材２２を
設けるようにしていたが、図１１に示すように、ヘッド部材１１よりも小さい形状の振動
吸収部材２２を用い、部分的にヘッド部材１１と接するようにしてもよい。この場合、振
動吸収部材２２は図示のように円形状のものに限らず、正方形状や矩形状等のものであっ
てもよい。
【００４０】
（６）また、図１２に示すように、上述した実施形態におけるヘッド部材１１の裏面にシ
ート状の補強部材１１１を接着したヘッド部材を用いるようにしてもよい。この場合、シ
ート状の補強部材１１１としては、薄いシート状のＰＥＴなどを用いることができる。ま
た、補強部材１１１は、パンチングシートの通気性をほとんど変化させないものであり、
かつ打感をほとんど変化させないもの、例えばヘッド部材１１に設けられる開口孔３２を
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完全には塞がないようなものであることが好ましく、繊維状の合成樹脂（ＰＥＴなど）を
編み込んだ布状の部材、ハニカム構造のシート、および網目状のシートなど（図１２参照
）を用いることができる。このように補強部材１１１を設けることにより、開口孔３２を
設けることによるヘッド部材１１の強度低下を抑制することができる。
【００４１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、打撃時の発音量を減少させるとともに、アコース
ティックドラムにより近い打感を付与することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施形態に係るドラムを示す側断面図である。
【図２】　前記ドラムのヘッド部材を示す図である。
【図３】　本発明の第２実施形態に係るドラムを示す斜視図である。
【図４】　第２実施形態に係る前記ドラムを示す側断面図である。
【図５】　本発明の第３実施形態に係るドラムヘッドを示す側断面図である。
【図６】　本発明の第４実施形態に係る電子打楽器の構成を示す図である。
【図７】　本発明の変形例に係るドラムの減音機構の構成要素である支持機構付近を示す
側断面図である。
【図８】　本発明の他の変形例に係るドラムの減音機構の構成要素である支持機構付近を
示す側断面図である。
【図９】　本発明のその他の変形例に係るドラムの減音機構の構成要素である支持機構付
近を示す分解斜視図である。
【図１０】　本発明のその他の変形例に係るドラムの減音機構の構成要素である支持機構
付近を示す側断面図である。
【図１１】　本発明のさらにその他の変形例に係るドラムのヘッド部材を示す平面図であ
る。
【図１２】　本発明さらにまたその他の変形例に係るドラムのヘッド部材を示す図である
。
【符号の説明】
１０……胴部、１１……ヘッド部材、２０……支持部材、２１……支持プレート、２２…
…振動吸収部材、３２……開口孔、４２……振動吸収部材、４３……凸部、５０……クッ
ション材、５１……振動検出センサ、５２……振動検出センサ、６０……支持機構、６５
……支持部材、７０……貫通穴、７１……貫通穴
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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